
平
成
19
年
度
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
こ

の
嘉
麻
・
桂
川
地
区
人
権
啓
発
交

流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
以
下
、フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
）
を
、
12
月
８
日
㈰
10
時
30
分
（
開

場
10
時
）
か
ら
、嘉
麻
市
な
つ
き
文
化
ホ
ー

ル
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

主
催
で
あ
る
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委

員
会
で
は
、
住
民
に
親
し
み
や
す
い
人
権

啓
発
活
動
を
と
お
し
て
、
人
権
尊
重
の
理

念
に
関
す
る
正
し
い
理
解
と
人
権
尊
重
思

想
の
普
及
・
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
徳
島
市
出
身
の
辻つ

じ
も
と本
一か

ず
ひ
で英
さ

ん
を
講
師
に
お
招
き
し
、「
阿あ

わ波
木で

こ偶
の
箱は

こ

廻ま
わ

し
」
に
つ
い
て
、
講
演
を
行
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ネ
ッ

ト
と
く
し
ま
理
事
長
や
徳
島
県
部
落
史
研

究
会
会
長
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
り
ご
活
躍

さ
れ
て
い
る
辻
本
さ
ん
は
、
現
在
、
全
国

各
地
の
人
権
・
同
和
問
題
の
講
演
を
は
じ

め
、
福
祉
、
ま
ち
づ
く
り
、
文
化
関
係
な

ど
幅
広
い
講
演
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
平
成
25
年
度　

嘉
麻
・
桂
川
地
区

　
　
　
　
　

 

人
権
啓
発
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
】

【
問
合
先
】
〒
８
２
０
‐
０
６
０
６

　

嘉
穂
郡
桂
川
町
大
字
土
居
３
６
０
番
地  

桂
川
町
人
権
セ
ン
タ
ー
内

　

隣
保
・
人
権
同
和
教
育
係
（
☎
６
５
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８
７
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今
回
は
正
月
を
彩
っ
た
祝
福
芸
の
代
表

で
あ
る
「
三さ

ん
ば番

叟そ
う

ま
わ
し
」
な
ど
を
紹
介

す
る
予
定
で
す
。

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
へ
の
事
前
申
し
込
み

は
不
要
で
、
入
場
無
料
で
す
。

　

み
な
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

TOPIC ❶TOPIC ❷
「
思
い
や
り
」
を
乗
せ
た
風
船
を
青
空
に

　

10
月
16
日
、
桂
川
小
学
校
の
児
童
た
ち
の
手
に
よ
っ
て

育
て
ら
れ
た
ひ
ま
わ
り
の
種
と
、
児
童
た
ち
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
取
り
付
け
ら
れ
た
風
船
が
、
青
空
に
放
た
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、「
人
権
の
花
運
動
」
の
一
環
と
し
て

行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
人
権
の
花
で
あ
る
“
ひ
ま
わ
り
”

を
育
て
る
こ
と
を
通
じ
て
、「
思
い
や
り
」
や
「
感
謝
」
の

気
持
ち
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

桂
川
町
人
権
擁
護
委
員
の
任
期
更
新

　

桂
川
町
の
人
権
擁
護
委
員
で
あ
る
樋ひ

ぐ
ち口
惇あ

つ
しさ
ん
（
土
師
一
）

が
、
３
年
間
の
任
期
を
更
新
し
、
10
月
１
日
か
ら
も
引
き
続

き
同
職
を
務
め
る
こ
と
と
な
り
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受

け
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
人
権
に
関
す
る
悩
み
相
談
や
、
子
ど

も
た
ち
の
命
の
大
切
さ
や
思
い
や
り
を
育
む
活
動
な
ど
を
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
っ
て
お
り
、
桂
川
町
で
は
、
現
在
４
人
の

人
権
擁
護
委
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
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）
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